
サザンヒル八事分髄住宅管理組合第26囲通常総会髄帯保

1.開催日時:平成30年5月20日(日)9;00 - 11:00 

2.開催場所:サザンヒル八l，lf.・集会所

3.出席者:154名(出席者85名、番任状47名、融決描行使番22名、合併154名)

4.内 容:m26間通常総会鎚案審 f鰐26回通常総会次節Jのとおり

{第26回通常総会次第)

1.議長iI出

サザンヒノレ八事分鵡住宅管理組合規約第48条に従い、組長の立候補を募ったが立候補及び推臓がな

かったことから、藤森理事長より山下副理事長を誕長に推摘し、拍手による賛成多数で選任した。

2. 開式の辞

山下館長よりスムーズな識事進行に心掛けたいと換拶があり、その後、諦事進行及び採択方法の脱

明がなされた。また、議決権の確認について、過半数及び4分の8以上であることが楠龍された。(最

終:出席者 85名、番任状 474品、綿決権 22 名の合計 154~)

3.理事長換拶

組合員の皆様のご協力により、 1年開業務を全うできたことに戯曲fの意が表せられた。

4.報告承認、事境

4"1.平成29年度管理組合業務活動報告

(1)平成28年度からの引き継ぎ事項

(2)香託業務等に関する明目

(3)修繕・補修工事に関する項目

(4)運営・管理・その他に関する税目及び審議事項

(6)平成30年度への引継事項

(6)大規模修繕委員会報告事項

山下鎌長より議案審に基づき説明された。

質疑事項は特になく、拍手による採決を実施し、費成多数で承認された。

4・2.平成29年度管理組合会香1-収支決算報告

今井会計担当理事より、概製及び平成29年度管理費等収支報告書に基づき報告が行われた。

4"3.平成29年度監査報告書

若田監事より年3回の監査を実施し、平成29年度管理組合会計の収支報告内容及び寵拠帳票は適正

であること.及び平成29年度管理組合業務の執行状祝は適正であることを認める皆の報告があったa

質疑事項は特になく、拍手による採決を実施し、賛成多数で承認された。

4・4.平成30年度管理組合役員選出の仲



山下鵡長より「平成30年度管理組合役員」及び「平成30年度町内会役員Jについて、第26固通常

総会構築番に記械の方々を推挙する提案があったe

山下融岳より一部理事役員の議案書記u院の民名に誤りがあったため、訂正の発言があ。た0
.糧義允行-渥英允元

-都築耕正→都築耕生

・本多勢供→本多秀共 (敬称略)

質疑事項は特になく、拍手による採決を実纏し、賛成多数で承認、された。

d.審種事項

6・1.平成30年度管理組合業務計画(寮)

(1)理事会日常業務

ω管理組合業務の番誕について
日事森現事長より上記項目について離案書に基づき説明された。

山下髄長より一部記載に棋りがあったため、訂正の括雷があった。

P20 (2)管理組合業務の委託について

・(前略)平成30年度と同じ体制の提案となっています。

→平成29年度と閉じ体制の提衆となっています。

質疑事項なく、管現組合柴務計両(案)の実施を、挙手により、賛成多数で承認された。

5・2.r住宅宿泊事業法J施行に伴う管理規約改正について
勝森理事長より議案書に嘉づき説明が行われた。

【質疑内容1
1・305杉浦氏より

①構築番当誕案の記載内容はついて修正要望(後述)

②3月15日以前に臨時総会を行わなかった理由は何か。 JSの怠慢により開備されなかったのでは

ないか。

@理事会としてJSに対して抗議することを要望

{回答1
・山下議長より、①記載内容の訂正

P21 r住宅宿泊事業法J施行に伴う管理規約政正について
.本文2段目

f-満たし、届出iζよる許可を得れば、 ......J

-+ r-満たし、届出をすれば、 "'-J
-開 4段目

f-に基づく届出を許可するか...... J 

吋 r-Iこ基づく届出を受理するか-J
・藤森理事長より、@@臨時総会を開{惜しなかった理由について、 JSの指導の下理事会審議・議
事録及び5月度総会にで管理親約改定を行うことで即時以降総会以前に届出があった場合でも受理

されないことから特わなかったが、管理組合としても内容について勉強不足であったこと、周知が

足りなかったことを回答o J 5への対応については、次期理事会への引き継ぎ事項とすることとし

全面的に頼りきらない組合連常を行う事を問答した。



! 

I慣焼内容1
2・104三海氏より

・管理組合理事舎に対し、要望・意見等を挙げているが審識されているか不明である白

.ハピデ}ションの内馨に闘して記載内容が不.明な事がある。

【回答l
藤森理事長より、今後ハピテ』シヨンにて居住者の方々に理事会内容等を誤字なく又理解しやす

く周知することを回答。

1-708偉膝民より、規約改正等の質疑を踏まえ、マンション管理撰者とマンション管理士の区分につ

いて説明。管理規約によりマンション管理士の助言を求めることが可能になっているため規約改正

等の助雷に閲しては、そのような活用手段があることを述べられた。

f住宅宿泊事業法J施行に伴う管理規約改正についての実施を、挙手により、費成多数 (3/4以」ニ碓

認)で承認された。

B・3.5・4.6・5.5-6大規模修繕工事に関する件(審融内容は融索審問機)

大規模修繕委員会佐縛即j香員長(以下佐藤副委員長)より議案書及び付属資料に基づき説明が行われ

た.

【質疑内容1
2・104三掃氏より

・報告承認事項にて漏水調葺が何件か発生しているがその理由について

.給排水管等の頁新が今回実施横田にない理由について

【回答1
藤森理事提より、当棋漏水に関しては原因事由や簡所は様々であったこと。また層内に通る

給排水管については専有部分であることを回答。しかしながら今年度漏水件数が前停に比ベ増加傾

向であったことから、来年度内の号|継事項にも記載してあるとおり、理事会にで漏水後の修繕工事

等についてスムーズな対応が必要であることを述べたa

【質疑内容1
2・1107川村氏より

・物干し金物の取替えは大規模修繕で行うのか

・玄関扉の鍵に不具合があるがこれはどうすればいいのか

【回答1
佐藤副脅員長より、物干し金物の取替えは大規模修繕時行う予定であるため、急を喪さない場合であ

ればお待ちいただくよう回答し、玄関扉自体は共用部であるが鍵は専有部であるため個人にでかえ

ていただくよう聞答。

【質疑内容1
2・208壁内氏より
-給排水管の修繕について修締費等により修織をおこなってはどうか。

・繍水問題について、被害がでると大きな問題になるので、管理組合として対応していただきたい。

また今後のためにも管理業者、設計監理会社に積極的に助嘗をいただきたい。

【回答】

佐藤高IJ接員長より、今回の大規模修繕には含まれていない:事を、給排水管に係る共用部分、専有部



分の区分について説明の上、改めて回答。

I質焼事項】
2・605右谷氏より

P30本文30段目 r*工期完了は工事竣工......1はどういうことか。
【回答}

佐藤副委員長より、工期完了l士山年であり、実際、の契約工期とは違うことを間笹剛

大規模修繕工事に関する件(;工事内容及び予算措躍、契約方法、工程等)大規模修繕機能診断・設計

監理業務の委託に関する件の実施を、挙手により、賛成多数で承認された。

5・7.平成30年度管理組合会計収支予算(案)

藤森理事長より織案容に基づき説明された。

【質疑内容1
3-401野崎氏より、ゴミ置き場の改修について大規模締繕委員会より理事舎に引き崩齢、ではあるが、

平成80年度にて予箪割・上されていないのはなぜか。

【回答1
藤森理事長より、理事会にて、ゴミ憧き場の設置に闘しては住民の意向・意見が嫌々あるため、

アンケート等で集約し取り決める必要があると判断した。

今期理事舎では大規模修締委員会より引き継いだ時点から総会まで間もなく上記事項が来実施で

あったため、平成30年度にて予算計上をせず、来期理事会への号i継事項とした事を回答。

【慣揺内容1
1-305杉糟氏より、平成30年度収支予算案の修繕積立金における繰越金の記載棋りについて指摘

I回答}
山下議長より、精査の上回答する醤を述べる。

吋別紙にて差し替え対応

{質艶内容1
2・206盛内氏より

.2号棟付近のヤマザクラの枯れ枝の抑定を実施聾誕

・修繕に闘して理事舎において日常点検をし、今後の修繕費について検討をして欲しいと聾望

【由答】

藤森理事長より、次期理事舎にて当総事項を引継:事寝とする胃を回答

平成30年度管理組合会計収支予算(案)の実施を、挙手により、費成多数で承認された。

6. その他報告事項

器国前町内会長より、町内会会計報告を実施。

7. 新役員の紹介と挨拶

平成30年度山下理事長以下新役員が紹介され、新任者による挨拶が行われた。

8. 閉会の静

山下鵡'島より、錦26回通常総舎の織案審議が企て終了し、閉会する旨が主t寓された。



以よサザンヒル八事分識住宅管理組合規約第52条に規定する議事録である。

平成30年月日

2・605

k鐙宣

平成30年度IIJ理事長 3・305

大規模修繕委員会委員長 2・108

ド
一
強 み


